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研究成果の概要（和文）： 自閉症スペクトラム障害（以下 ASD）と注意欠陥多動性障害（以下
ADHD）の傾向に関わる困り感と支援ニーズを把握するための質問紙を実施し、その特徴及び信
頼性、妥当性を検討した。ASD 困り感質問紙 ADHD 困り感質問紙は、既存の自己評価質問紙の項
目に加え、事例報告論文、当事者の手記等から行動特徴、困難経験を表す記述を抜き出したも
のを項目化し、それらの困り感を 4 段階評定で問う質問紙であった。分析の結果、十分な信頼
性が示され、外的変数との関連から妥当性に関する証拠も得られた。 
 
研究成果の概要（英文）：A new self-rating questionnaire was developed to identify the 
support needs of students with attention-related difficulties and those with autism 
spectrum disorders. Reliability and validity of the questionnaires were examined in this 
study. Semi-structured interview with students revealed the nature of the difficulties they 
experience and support needs of students with attention problems and social problems. 
These questionnaire will be useful tools for early intervention. 
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１．研究開始当初の背景 
 少子化、入試の多様化を背景に発達障害
（もしくはその傾向）のある大学生が増加し
てきており、事例報告も見られるようになっ
た（西村, 2006 など）。発達障害は「見えに
くい障害」であり、周囲の理解のなさは二次
的な心理的問題にもつながる。学生が大きな
困難に直面することを予防するためにも、早
期に問題を把握し、支援につなげることが重
要である。 

 発達障害のスクリーニングに関しては、中
等教育以前の段階を想定した他者評価によ
るチェックリストが開発されている（例えば
上野他による LDI）。しかし、高等教育機関
では高校までのように学級担任がいるわけ
ではなく、他者評価によって多くの学生を評
価することは難しい。 
 青年期以降を対象としたものでは、症状や
行動特徴に関する自己評価型質問紙が国内
外で開発されている（例えば若林他, 2004）。
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申請者らも ADHD 傾向を評価するための質
問紙を開発した（高橋・中村他, 2003）。しか
し、これらを用いても客観的に自己評価でき
るとは限らない。また、申請者らが試行的に
ADHD 傾向の強い学生を対象に面接を行っ
たところ、必ずしも支援ニーズがあるとは限
らなかった。以上のことから、発達障害のあ
る大学生の潜在的支援ニーズを把握するた
めには、「症状」ではなく「困り感」を自己
評価する質問紙の方が適していると考えた。 
 「困り感」から支援ニーズを把握するため
のチェックリストについては特別支援教育
総合研究所が開発を試みているが、まだ十分
な検証が行われていない（特殊教育総合研究
所, 2007）。さらに、このチェックリストは
ADHD 関連の項目に比べ、PDD 関連の項目
が少ない。 
 本研究では申請者らの作成した ADHD 傾
向質問紙をさらに発展させるために、他の既
存の質問紙、当事者の手記や事例報告などか
ら幅広く項目を集める。それを整理した上で
項目を「困っているかどうか」という形式に
書き換えることによって、PDDや ADHDの
ある学生が体験する「困り感」を網羅するよ
うな質問紙を作成する。 
 
２．研究の目的 
(1)「困り感」を網羅する項目リストの作成：
発達障害のある青年が直面しうる困難には
どのようなものがあるかを、既存の質問紙、
事例報告、当事者の手記から明らかにする。 
(2)外的変数との関連の検討：困難の内容を質
問項目とした質問紙を作成し、発達障害的行
動傾向や認知特性と関係が見られるかどう
か明らかにする。 
(3)実際の支援を通した項目リストの妥当性
の検証と改善：ニーズ把握質問紙で実際に相
談を希望した学生に対して支援を行うこと
を通して、質問紙の回答に見られた「困り感」
と実際の生活上の困難の大きさとの関係、質
問紙でとらえきれなかった「困り感」の有無
を明らかにし、それにより質問紙の改善を行
う。 
  
３．研究の方法 
(1) ASD 困り感質問紙 
＜被験者＞ 
大学生 594 名（男性 327 名、女性 262 名、不
明 5 名）で、平均年齢は 19.2 歳（SD=1.1）
であった。 
＜材料＞ 
①AS 困り感尺度（本研究で作成）：大学生が
自閉症スペクトラム障害的行動特徴により
生じると考えられる困り感を抱いている程
度を測定する。25 項目、6 件法。 
②AS 特徴尺度（本研究で作成）：大学生の自
閉症スペクトラム障害傾向を測定する。16 項

目、6件法。 
③自閉症スペクトラム指数（AQ）（若林ら，
2004）：成人の自閉症傾向を測定する質問紙。
自閉症の症状を特徴づける５つの領域につ
いて各 10 項目ずつ、全 50 項目で構成されて
いる。 
④シャイネス尺度（WSS）（鈴木・山口・根建，
1997）：シャイネスを認知・感情・行動の側
面から総合的に測定する質問紙。25 項目から
なる。 
 
(2)ADHD 困り感質問紙 
＜被験者＞ 
大学生および大学院生 161 名（男性 68 名、
女性 93 名）。平均年齢は 20.6 歳（SD=1.25）
であった。 
＜材料＞ 
①大学生の ADHD 特徴尺度・ADHD 困り感尺度：
まず項目の選定を行い、ADHD 特徴尺度 10 項
目、ADHD 困り感尺度 49 項目を選定した。ADHD
特徴尺度は、困り感を問うことができない項
目で構成されており、「1あてはまらない」か
ら「4あてはまる」の 4件法で回答する。ADHD
困り感尺度は、困っている程度について「1
まったく困っていない」から「6 とても困っ
ている」の 6 段階で評定する。 
②大学生のための ADHD 傾向チェックリスト
（高橋・篠田, 2001）：大学生の ADHD 傾向を
測定する尺度である。39 項目あり、各項目に
ついて「1 特に問題ではない」から「4 深刻
な問題である・常に問題になる」の 4 件法で
回答する。 
③Integrated Visual and Auditory 
Continuous Performance Test（IVA-CPT）
（Sandford & Turner, 1994-2000）：視覚刺
激と聴覚刺激を用いて、注意や反応制御の機
能を評価する課題である。 
 
４．研究成果 
(1) ASD 困り感質問紙 
 ASD 困り感尺度・ASD 特徴尺度と AQ との相
関は、「細部への注意」以外の AQ の下位領域
と弱～中程度の相関を、AQ の合計得点と中程
度の相関を示した。これから、AS 困り感尺度
や AS 特徴尺度の得点が高い者ほど自閉症ス
ペクトラム障害傾向が強いと言える。このこ
とから、外的側面から収束的証拠が得られた
と言える。さらに AS 困り感尺度・AS 特徴尺
度と WSS との間には、AS 困り感尺度の合計と
下位尺度において中程度の相関が、AS 特徴尺
度において弱い相関がみられた。このことか
ら、自閉症スペクトラム的行動により生じる
困り感とシャイネス傾向には関連があり、分
離して捉えることは難しいものだと考えら
れる。 
 
(2)ADHD 困り感質問紙 



 

 

 大学生のための ADHD 傾向チェックリスト
との相関は、表に示した通り中程度から強い
相関があった。次に IVA-CPT との相関につい
てである。IVA-CPT と関連がみられたのは、
集中力の持続困難尺度、衝動性尺度、整理整
頓・優先順位決定能力不足尺度、不注意尺度
であった。これらは ADHD の中核症状を表わ
していると言える。他の尺度については、
IVA-CPT で測定できる認知機能と相関がなか
った。その理由として、プランニング能力や
LD 傾向は、注意や反応制御の機能の問題から
直接生じるものではないためと考えられる。
また、対人関係の問題も認知機能とは直接関
係はなく、認知機能の低さから来る二次的な
問題であるためと考えられる。 
 以上のように、ADHD の中核症状を表わす尺
度と IVA-CPT の相関があり、注意などの機能
と直接結びつかないと考えられる尺度とは
相関がないという傾向が認められたことか
ら、ADHD 困り感尺度の妥当性についての証拠
が得られたと言える。  
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